
【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等

8,700

0 0

0

平均人件費

人件費割合(%) 51.0

総コスト計

推進委員謝礼
デザイン賞金
金型・ナンバーの作製

4,180

地方債

その他

一般財源
4,1804,180

0

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金
0

0

市民
市民モニターでのご当地ナン

バー認知度（％）
0

千円4,180 千円
（うち市予算化分）

受益者 事業開始時受益者の考えている価値

事 業 内 容

○平成26年度
ナンバーの形状・デザインを公募して決定する。
デザインの発表・表彰
関係機関との協議（県、警察等）
金型・ナンバーの作製
新ナンバー導入の広報
26年度中に作製するが、配布開始は、27年度早期を予
定

事業期間

進捗状況
・
現状

事業目的

糸島市オリジナルの車両ナンバープレートを作ることにより、市
民にはまちへの愛着を深めていただき、対外的には知名度を
アップさせ、まちをＰＲしたい。その結果として、この地に住み
続けたい、住んでみたいという市民のハートをつかみ、定住者
増につなげる。

事業主体

実施方法

会計種類

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

政　策 （１）協働のまちづくりの推進

施　策 　③　市民参画・協働型のまちづくりを推進する

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課 税務課市民部

予算科目
4,180

直営

税務課

ご当地ナンバー導入事業

平成２６年度（ １年間）

○職員提案
○サマーレビュー提案

最終目標値

0

現在値

一般会計

合計

0

平成27年度 平成28年度

0.5

平成26年度

4,350 0

糸島市への愛着と知名
度のアップ

90

求められる成果（単位）

款

2

項

2

目

2
総事業費

補助率、交付
税措置率等

人件費（B）

8,5308,530総コスト（A＋B）

従事職員数(人)

事業費（A）
4,180

事業費内訳
（主なもの）

（単位：千円）

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

0

0

0

市民

（単位：千円）

0 100,000

0

0

11,000 11,000

22,000

補助金

平成27年度

11,000 11,000

来場者数（人）

合計

千円 予算科目

現在値

59,000

平成26年度

款

事業開始時

事業費内訳
（主なもの）

従事職員数(人)

補助金

国庫支出金

県支出金

0.3

事業費（A）

担当部課 企画部 地域振興課事 業 名

（１）協働のまちづくりの推進

事業目的
事業主体

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

政　策

重点プロジェクト 　該当なし

施　策

事 業 内 容

　③　市民参画・協働型のまちづくりを推進する

糸島市民まつり事業

糸島市を代表するイベントとして「糸島市民まつり」を市
民協働で実施することにより、糸島市が目指す「人も元
気　まちも元気新鮮都市　いとしま」を実現し、地域活性
化、一体感の醸成、糸島市のＰＲを図る。 実施方法

進捗状況
・
現状

平成２４年度は、１０月６日、７日に
開催。３会場（前原・二丈・志摩）、
花火会場で約105,000人が来場。
平成２５年度は、糸島の一体感
（糸島は一つ）を強調するため、
開催会場を一本化して、１０月５
日、６日で開催。現在は、市民主
体の実行委員会で、詳細なイベン
ト内容を協議されている。

糸島市の持つ人と地の「力」を最大限に活かすため、子
どもから大人まで幅広い年齢層の人たちが会場に集
い、参加し、楽しめるイベントの開催。
○メイン会場（志摩中央公園・志摩庁舎駐車場）：野外
ステージ・糸島グルメグランプリ・糸島よかもん物産展な
ど）
○花火大会（加布里漁港広場）

補助

糸島市民まつり振興会

会計種類 一般会計事業期間

2 1 7

平成２３年度 ～ 平成２７年度（５年間）

（うち市予算化分） 項 目

財
源
内
訳

110,000

最終目標値

22,000

求められる成果（単位）受益者の考えている価値

地方債

平成28年度

地域の活性化・市民の
一体感の醸成

0.3

2,610人件費（B） 2,610

受益者

総事業費 59,000 千円

その他

一般財源

19.2

0

糸島市市民まつり補助金交付規程

総コスト計

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

8,700平均人件費

人件費割合(%)

13,610

補助率、交付
税措置率等

総コスト（A＋B） 13,610 27,2200

根拠法令等財源の種類

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

根拠法令等

従事職員数(人) 0.2 0.2

1,740

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

0

0

1,740人件費（B）

14,997 10,609 25,606

0

0

0

（単位：千円）

一般会計

最終目標値

目

2

0

平成28年度

0

1

地域振興課

補助

平成22年度　　７件　　4,274千円

平成23年度　　８件　　8,904千円

平成24年度　　７件　　9,653千円

平成25年度　　6件　14,995千円

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

　校区まちづくり推進プロジェクト

企画部

事業主体 各行政区等

実施方法

事業期間 平成２２年度 ～ 平成２７年度（６年間）

千円
（うち市予算化分）

63,707

政　策 （１）協働のまちづくりの推進

事 業 内 容

申請団体に対し、規程に基づき交付を行っている。
（補助対象事業費１００万円以上）
・行政区公民館　　　事業費の２５％相当額を補助
　　　　　　　　　　　　　　（５００万円を限度）
・隣組公民館　　　　事業費の２０％相当額を補助
　　　　　　　　　　　　　　（４００万円を限度）
・児童遊園地　　　　事業費の２５％相当額を補助
　　　　　　　　　　　　　　（４５万円を限度）

進捗状況
・
現状

施　策 　④　地域自治活動の活性化を促す

重点プロジェクト

事業目的

地域コミュニティ活動の推進及び生涯学習活動の振興
を図るため、行政区等が設置し、管理する公民館の建
設、児童遊園地の施設整備及び当該用地の購入に対
して、予算の範囲内で補助金を交付する。

千円
款 項

担当部課

会計種類

事 業 名
行政区等公民館設置事業及び児童遊園地施設
等補助事業

100

予算科目

受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 事業開始時 現在値受益者

総事業費 63,707

8,700

補助金

事業費（A）

平成26年度

平成２６年度要望に対する充
足率（％）

合計

平均人件費

地域コミュニティの充実

25,60614,997 10,609

地方債

平成27年度

0市民

財源の種類

糸島市行政区等公民館及び児童遊園地施設費等補助金交付規程

その他

一般財源

総コスト（A＋B） 29,08616,737 12,349

補助率、交付
税措置率等

人件費割合(%) 12.0

補助金
事業費内訳
（主なもの）

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

17

児童遊園地
２５％

行政区　２５％
隣組　２０％

総コスト計

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等
補助率、交付
税措置率等

コミュニティ助成事業 その他 財団法人自治総合センター　コミュニティ助成事業実施要項 １００％

総コスト（A＋B） 4,240 0 0 総コスト計 4,240

8,700

人件費（B） 1,740 0 0 人件費割合(%) 41.0

事業費内訳
（主なもの）

補助金

従事職員数(人) 0.2 0 0 平均人件費

事業費（A）
2,500 2,500

一般財源

その他
2,500 2,500

地方債
0

県支出金
0財

源
内
訳

国庫支出金
0

（単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 合計

最終目標値

総事業費 2,500 千円

地域住民
後継者の育成

地域住民の交流
地域住民の行事・催事の

参加者数
1,500 1,500 2,000

2,500

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 事業開始時 現在値

（うち市予算化分）
千円 予算科目

補助

事 業 内 容

一般コミュニティ助成事業（対象団体：二丈絆太鼓）

演奏や練習で使用する、平胴太鼓・伏せ台・専用防水
ケース・英哲型桶胴太鼓・英哲型桶胴太鼓台等の購
入。

進捗状況
・
現状

　平成２５年度に助成申請を行
い、平成２６年４月に助成決定さ
れた。

事業期間 平成２６年度（１年間） 会計種類 一般会計

事 業 名 コミュニティ助成事業 担当部課 企画部 地域振興課

事業目的

自治総合センターのコミュニティ助成事業を活用し、行政区の
備品やコミュニティの拠点となる施設を整備することで地域活
動を活発にし、伝統継承や青少年・後継者育成をさらに進め
ることで、地域コミュニティの活性化につなげる。

事業主体 行政区

実施方法

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

政　策 （１）協働のまちづくりの推進

施　策 　④　地域自治活動の活性化を促す

重点プロジェクト 　該当なし

款 項 目

2 1 17

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

糸島市

実施方法

政　策 （１）協働のまちづくりの推進

施　策 　⑥　国際的な魅力あるまちづくりを進める

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 外国語版「市民生活パンフレット」作成事業 担当部課 市民部 生活環境課

事業目的

糸島市国際交流基本計画に基づき、国際化に向けた
環境づくりのため、外国語版「市民生活パンフレット」を
作成し、外国人が暮らしやすいまちづくりを推進する。

事業主体

予算科目

全面委託

事 業 内 容

外国語版「市民生活パンフレット」を作成し、外国人居
住者に配布して、ごみの分け方や行政手続きに関する
ことなどを理解してもらうことで、暮らしやすい環境を提
供する。
○作成枚数
　　英語3,000枚・韓国語1,000枚・中国語1,000枚
○配布方法
　生活環境課窓口での配布、留学生に対して学校（大
学）からの配布を依頼

進捗状況
・
現状

未作成

事業期間 平成２７年度（１年間） 会計種類 一般会計

総事業費 1,000 千円
1,000

（うち市予算化分）
千円

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 事業開始時 現在値 最終目標値

市民（外国人）
市民サービスの向上

（暮らしやすさ）
パンフレットの作成 無 無 作成

（単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 合計

財
源
内
訳

国庫支出金
0

県支出金
0

地方債
0

その他
0

一般財源
1,000 1,000

事業費（A）
1,000 1,000

事業費内訳
（主なもの）

印刷製本費

従事職員数(人) 0.1
平均人件
費

8,700

人件費（B） 0 870 0 人件費割合(%) 46.5

総コスト（A＋B） 0 1,870 0 総コスト計 1,870

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等
補助率、交付
税措置率等

款 項 目

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

4 3 2

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

政　策 （２）生涯学習機会の充実

施　策 　⑧　公民館施設を充実させる

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 市立公民館設備改修事業 担当部課 教育部 生涯学習課

事業目的

　 雷山及び前原公民館の空調設備は、設置から１５年以上経
過しており、故障が頻繁に出ている。また、設置している機械
メーカーが統廃合され、今後、故障した場合は部品の調達が
できないため、整備を図る。

事業主体 糸島市

実施方法

予算科目

直営

事 業 内 容

【雷山公民館】
　空調機器設備工事　一式
　空調配管設備工事　一式
【前原公民館】
　空調機器設備工事　一式
　空調配管設備工事　一式
【便座改修工事】
　８館

進捗状況
・
現状

　 雷山・前原公民館の空調設備
は、設置から１５年以上経過して
おり、故障のたびに利用に支障が
出ている。
　また、公民館の洋式トイレの便
座を暖房便座にしてほしいと利用
者より強い要望があり、整備を図
る。

事業期間 平成２８年度～平成２９年度（２年間） 会計種類 一般会計

総事業費 26,749 千円
26,749

（うち市予算化分）
千円

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 事業開始時 現在値 最終目標値

施設利用者 快適な施設利用
雷山・前原公民館の空調機
修繕費用の削減額

― ― 1,438千円

（単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 合計

財
源
内
訳

国庫支出金
0

県支出金
0

地方債
0

その他
0

一般財源
13,054 13,054

事業費（A）
13,054 13,054

事業費内訳
（主なもの）

空調機器設備工事費
（雷山公民館分）
便座改修工事費

従事職員数(人) 0 0 0.5
平均人件
費

人件費（B） 0 0 4,350 人件費割合(%) 25.0

総コスト（A＋B） 0 0 17,404 総コスト計 17,404

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等
補助率、交付
税措置率等

款 項 目

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

― ― ―

8,700

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

5,310

2,700 2,700

2,441

7,841
事業費（A）

財源の種類

総コスト計

0

一般財源

補助率、交付
税措置率等

0

工事費

2,441

工事費

2,700

会計種類

0

担当部課

0

一般会計平成24年度 ～ 平成27年度（ 4年間）

平成28年度 合計

7,400
（平成22年度*1.7倍）

（単位：千円）

糸島市

直営

7,094
（平成24年度）

施　策 　⑩　学校施設などを有効利用し、スポーツの振興や指導者の養成を進める

重点プロジェクト

事 業 名 立花運動場整備事業

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

政　策

　該当なし

4,330
（平成22年度）

求められる成果（単位） 事業開始時

予算科目

最終目標値

（２）生涯学習機会の充実

生涯学習課

進捗状況
・
現状

平成24年度より老朽化したフェン
スの改修工事を進めている。併せ
て汲み取り式便所を簡易水洗化
に整備する。

現在値

教育部

総事業費 千円
（うち市予算化分）

15,416

事業主体

実施方法

施設整備することで、安全に施設利用ができる。また、
スポーツ団体の利用増が見込まれることやスポーツの
振興や指導者の育成を図ることができる。

事業期間

事業目的

事 業 内 容

【フェンス工事】
新設　H=4.0m L=178.0m、H=1.5m L=182.0m
撤去　H=3.0m L=178.0m、H=1.5m L=  54.0m
           H=1.0m L=128.0m

【トイレ改修工事】
簡易水洗化　一式
男子用（小便器3基、大便器1基）
女子用（大便器２基）

千円

施設利用者 安全な施設利用 利用人数（人）

受益者

15,416

受益者の考えている価値

財
源
内
訳

地方債

その他

県支出金

国庫支出金

平成27年度

0.3 平均人件費 8,700

事業費内訳
（主なもの）

平成26年度

7,8412,700

工事費

人件費割合(%) 50.0

5,051 5,310総コスト（A＋B） 15,671

従事職員数(人) 0.3 0.3

根拠法令等

人件費（B） 2,610 2,610 2,610

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

款 項 目

10 5 2

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 

71 



【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

国庫支出金
1,150

財
源
内
訳

県支出金

地方債

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

事 業 名

（５）文化・芸術の創造

　該当なし

　⑯　文化財の保護を進める

直営

伊都国歴史博物館開館10周年記念事業 担当部課 教育部

政　策

重点プロジェクト

施　策

伊都国歴史博物館の開館10周年を記念してイベントを
開催することにより、市民の郷土愛の増進を図るとともに
対外的に歴史の町糸島市を積極的にPRすることを目
的とする。

事業主体 糸島市

実施方法
事業目的

1,000

（単位：千円）

平成26年度

事業期間 平成２６年度（１年間） 会計種類 一般会計

事 業 内 容

博物館開館１０周年記念事業として、市民講演会の開
催ならびに市民が体験して楽しめる体験講座の開発お
よび体験会の開催
①伊都国や国宝に関連する歴史シンポジウムの開催
②糸島市の象徴的な文化財、銅鏡の鋳造体験教室の
開催
◎平原遺跡出土内行花文鏡の五分の一模型製作体験
会
③鋳造体験キットを利用したオリジナル記念品の作成

進捗状況
・
現状

平成16年10月29日開館

最終目標値

総事業費 2,300 千円
（うち市予算化分）

市民 文化芸術活動の推進
イベント開催等による博物館
周知度の向上、来館者数の

増加（人）
0

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 事業開始時

2,300

0

現在値

千円 予算科目
10 4

0

平成27年度 平成28年度 合計

1,150

0

0
その他

2,300

1,150 1,150

2,300
事業費（A）

一般財源

従事職員数(人) 0.5 0 0 平均人件費 8,700

事業費内訳
（主なもの）

補助金

人件費割合(%) 65.4

総コスト（A＋B） 6,650 0 0 総コスト計 6,650

人件費（B）

補助率、交付
税措置率等

0 0

市内埋蔵文化財　史跡等総
合活用支援推進事業

国庫支出金

4,350

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等

1/2

款 項 目

文化課

7

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

国庫補助金 国庫支出金
文化財保存事業費関係補助金交付要綱（国宝重要文化財等保存整
備費補助金）

50%

0
地方債

一般財源

その他

合計

財
源
内
訳

国庫支出金

平成27年度 平成28年度

史跡怡土城跡保存修理事業 担当部課

受益者の考えている価値

重点プロジェクト

教育部

事業期間 平成２６年度（ １年間）

実施方法

事業開始時受益者

2

（単位：千円）

300

2,354

事業費内訳
（主なもの）

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

政　策

従事職員数(人)

　⑯　文化財の保護を進める

　該当なし

事 業 名

（５）文化・芸術の創造

施　策

事 業 内 容

史跡怡土城跡の公有化を実施した高来寺と高祖にお
いて、遺構である土塁が崩壊する危険性が高い箇所が
あるため、史跡を崩壊から守るために、保存修理工事を
行う。

進捗状況
・
現状

文化課

事業目的
直営

一般会計

史跡怡土城跡を崩壊から守るために、保存修理工事を
行う。

事業主体 糸島市

現在値

会計種類

史跡怡土城跡の公有化を実施し
た高来寺と高祖において遺構で
ある土塁が崩壊する危険性が高
い箇所がある。このままの状態で
放置すれば、土塁が崩落し隣地
に流れ込む可能性が高い。

市民・近隣住民
史跡怡土城跡を崩壊か
ら守る

保存修理工事の実施(箇所)

予算科目総事業費 4,711 千円
（うち市予算化分） 款 項

最終目標値

県支出金

求められる成果（単位）

平成26年度

4,711
千円

0

2,354

300

0

2,057

0

設計委託料
工事請負費

4,711

2,057

0.1

事業費（A）

0

人件費割合(%)

8,700

人件費（B） 870 0 0 15.6

福岡県文化財保護事業補助金交付要綱（福岡県文化財保護事業補
助金）

財源の種類 根拠法令等

平均人件費

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

補助率、交付
税措置率等

総コスト（A＋B） 5,581 0

15%（限度額300千円）

総コスト計 5,581

4,711

県費補助金 県支出金

目

10 4 5

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

公共事業等債 地方債 ９０％

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等
補助率、交付
税措置率等

都市再生整備計画 国庫支出金 既存建造物活用事業 ５０％

総コスト（A＋B） 9,350 117,405 0 総コスト計 126,755

8,700

人件費（B） 4,350 8,700 0 人件費割合(%) 10.3

事業費内訳
（主なもの）

設計委託
監理委託
改修工事
備品購入

従事職員数(人) 0.5 1 0 平均人件費

事業費（A）
5,000 108,705 0 113,705

一般財源
300 28,545 28,845

その他
0

地方債
2,200 37,900 40,100

県支出金
0財

源
内
訳

国庫支出金
2,500 42,260 44,760

（単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 合計

市民 文化芸術活動の推進 多目的ホールの設置 0 0 １箇所

113,705

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 事業開始時 現在値

総事業費 113,705 千円
（うち市予算化分）

千円 予算科目

直営

事 業 内 容

図書館移転後、現施設を多目的ホールに改修する。
利用：講演・研修会、音楽、演劇、演芸、映写、展示等
施設改修工事及び設備改修工事を行う。
①平成26年度　　設計
②平成27年度　　改修工事、開館準備
施設：防音、遮光、躯体（荷重）、エレベーター等
設備：舞台、音響、照明、映像等
　　　　　バリアフリー、仕切り、非常用発電機、床マット

進捗状況
・
現状

図書館跡施設活用検討委員会を
設置し、施設活用について検討し
ていく。

事業期間 平成２６年度～平成２７年度（２年間） 会計種類 一般会計

事 業 名 多目的ホール整備事業 担当部課 教育部 文化課

事業目的

小規模の文化事業に対応するため、多目的ホールを設
置し、市民の芸術文化活動を支援する。併せて、避難
所機能を持った施設として整備する。

事業主体 糸島市

実施方法

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

政　策 （５）文化・芸術の創造

施　策 　⑰　文化施設を整備する

重点プロジェクト 　該当なし

款 項 目

10 4 11

最終目標値

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

0

2,610 0 0

0

2,331

地方債

その他

一般財源
2,331

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

最終目標値

文化課

政　策 （５）文化・芸術の創造

　⑱　文化・芸術活動を推進する

　該当なし重点プロジェクト

施　策

予算科目

糸島方言かるた制作事業 担当部課事 業 名

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

教育部

事業目的

地域に古くから伝わる「糸島方言」を活かしたかるたや
双六などを作成することによって、地域への愛着効果や
愛郷精神を高め、更に、市外の人からの興味・関心を
高め、「糸島」のＰＲや発信にも役立てる。

事業主体 市

実施方法 直営

進捗状況
・
現状

かるた制作委員会（市民、学識経
験者など）を設置。

平成２６年度（１年間） 会計種類 一般会計

千円
10 4 6

（単位：千円）

制作

事 業 内 容

千円
（うち市予算化分）

2,331
総事業費 2,331

●　糸島方言かるた制作
　　　　・取り札等のイラスト作成
　　　　・読み札、取り札、双六、箱の印刷、組み立て
●　地域言語の収集
　　　　・アンケート実施
●　糸島方言の伝承
　　　　・小学校や老人施設等への配布
　　　　・各施設でかるた会等の開催

事業期間

平成28年度

0

合計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 事業開始時 現在値

市民
方言の伝承

地元への愛着効果
糸島のＰＲ

かるたと双六の制作 0

平成26年度 平成27年度

0

事業費（A）
2,331

0

総コスト（A＋B） 4,941

2,331

事業費内訳
（主なもの）

委託費

人件費（B）

補助率、交付
税措置率等

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等

総コスト計

8,700従事職員数(人) 0.3

0 0 4,941

人件費割合(%) 52.8

平均人件
費

款 項 目

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

政　策 （５）文化・芸術の創造

施　策 　⑱　文化芸術活動を推進する

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 伊都文化会館文化振興イベント開催事業 担当部課 教育部 文化課

事業目的

伊都文化会館を活用しホールイベントに取り組むことで、文化
の振興に取り組む姿勢を市民に示し、糸島市内でも良質の芸
術に触れる機会を確保し、住みやすく、感性を育み、芸術文
化を大切に継承していく市であることを発信する。

事業主体 糸島市

実施方法

予算科目

全面委託

事 業 内 容

伊都文化会館ホールで毎年、年１回～２回、コンサート
等を開催する。
内容例　　　 ジャズ、クラッシック等のコンサート
　　　　　　　　落語、浄瑠璃等の伝統芸能の公演
集客目標　　６００人/回
事業内容　　指定管理者に委託する。
　　　　　　　　毎年事業計画により提案、市が承認する。
　　　　　　　　市の希望がある場合は事前に協議し可能
　　　　　　　　な範囲で取り入れる。
周知等　　　情報発信等は協力して行う。

進捗状況
・
現状

伊都文化会館自主事業
　・バックステージツアー
　・さつき展、寒梅展、エビネらん
展等
文化振興開催事業
　・みんなのコンサート
　・中学校美術部作品展

事業期間 平成２６年度～平成２８年度（３年間） 会計種類 一般会計

総事業費 4,500 千円
4,500

（うち市予算化分）
千円

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 事業開始時 現在値 最終目標値

市民 芸術文化施策充実 イベントでの集客人員数 0 0 600人／回

（単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 合計

財
源
内
訳

国庫支出金
0

県支出金
0

地方債
0

その他
0

一般財源
1,500 1,500 1,500 4,500

事業費（A）
1,500 1,500 1,500 4,500

事業費内訳
（主なもの）

コンサート等 コンサート等 コンサート等

従事職員数(人) 0.2 0.2 0.2
平均人件
費

8,700

人件費（B） 1,740 1,740 1,740 人件費割合(%) 53.7

総コスト（A＋B） 3,240 3,240 3,240 総コスト計 9,720

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等
補助率、交付
税措置率等

款 項 目

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

10 4 6

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

政　策 （６）九州大学との交流の推進

施　策 　⑳　大学生、留学生、研究者への情報提供、生活環境整備、交流促進を図る

重点プロジェクト 　九州大学を生かした地域づくりプロジェクト

事 業 名 九州大学学生チャレンジショップ支援事業 担当部課 経済振興部 学研都市づくり課

事業目的

九州大学生の起業化を支援することにより、商店街などにお
ける空き店舗の有効活用と地域の活性化、九州大学との交流
を目的とする。併せて、糸島定住のきっかけづくりとする。

事業主体 九州大学学生（卒業生含む）

実施方法

事 業 内 容

◆九州大学学生（卒業後５年以内含む）が実施するチャレン
ジショップの運営費への補助。
（１）起業場所：市内の商店街、市内の空き家など
（２）補助額：１００万円以内
（３）補助対象経費：起業化に伴う初年度の初期費用
（４）想定初期費用：借家代、改修費など
◆募集は、年1団体とする。
　学生団体ｉＴＯＰ、いとをかし隊などに呼びかける。

進捗状況
・
現状

①第3回地域活性化プランコンテストの最
優秀プランであった大学生・留学生による
カフェ運営の実用化として、「いとをかし
隊」が「グローバルカフェ」を月1回開店し
ている。しかし、試験日や学生の休暇など
の関係もあり、すべての月で開店できず、
起業化まで至っていない。
②3輪自動車トゥクトゥクを活用した観光モ
デルを現在検討・研究中である。（平成25
年度）

事業期間 平成２６年度 ～ 平成２８年度（３年間） 会計種類 一般会計

千円
3,000

（うち市予算化分）
千円 予算科目

補助

2 1 7

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 事業開始時 現在値 最終目標値

九州大学学生
（卒業生含む）

地域活性化 起業数（店舗） 0 0 3

（単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 合計

財
源
内
訳

国庫支出金
500 500 500 1,500

県支出金
0

地方債
0

その他
500 500

一般財源
500 500 1,000

事業費（A）
1,000 1,000 1,000 3,000

事業費内訳
（主なもの）

補助金 補助金 補助金

従事職員数(人) 0.5 0.5 0.5 平均人件費 8,700

人件費（B） 4,350 4,350 4,350 人件費割合(%) 81.3

社会資本整備総合交付金交付要綱 ５０％

総コスト（A＋B） 5,350 5,350 5,350 総コスト計 16,050

いとしま元気基金 その他 いとしま元気基金条例 定額

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等
補助率、交付
税措置率等

社会資本整備総合交付金 国庫支出金

款 項 目

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

総事業費 3,000

市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 市民ニーズ 緊急性 行政関与 必要性 費用対 
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